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浅
　
野
　
和
　
生

　
去
る
三
月
二
十
日
に
投
票
が
行
な
わ
れ
た
台
湾
の
総

統
選
挙
に
お
い
て
、
現
職
の
民
進
党
・
陳
水
扁
総
統
の

再
選
が
き
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
台
湾
は
中
国
の

一
部
と
し
て
で
は
な
く
、
台
湾
独
自
の
存
在
と
し
て
の

歴
史
を
ま
す
ま
す
鮮
明
に
刻
ん
で
い
く
こ
と
に
な
ろ

う
。

　
今
回
総
統
選
挙
の
立
候
補
者
は
、
民
進
党
の
陳
水

扁
・
呂
秀
蓮
と
、
国
民
党
・
親
民
党
連
合
の
連
戦
・
宋

楚
瑜
と
い
う
二
組
だ
け
で
あ
り
、
国
を
二
分
す
る
対
決

で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
選
挙
公
報
に
よ
れ
ば
、
与
党
の

正
副
総
統
候
補
は
台
湾
省
台
南
県
と
桃
園
県
生
れ
の
ペ

ア
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
野
党
の
正
副
総
統
候
補
は
中

国
の
西
安
市
と
湖
南
省
湘
潭
県
生
ま
れ
の
ペ
ア
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
台
湾
の
舵
取
り
を
、
台
湾
生
ま
れ
の
純

台
湾
人
に
任
せ
る
の
か
、
中
国
系
台
湾
人
に
任
せ
る
の

か
を
問
う
、
台
湾
対
中
国
の
選
挙
に
な
っ
て
い
た
。

　
周
知
の
と
お
り
、
台
湾
で
は
一
九
四
五
年
以
前
か
ら

台
湾
に
住
ん
で
い
た
人
々
と
、
日
本
の
敗
戦
後
に
中
国

か
ら
台
湾
へ
移
転
し
て
き
た
人
々
お
よ
び
そ
の
子
孫
と

の
間
に
種
々
の
対
立
が
存
在
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
な

か
で
、
中
華
民
国
お
よ
び
国
民
党
の
台
湾
化
を
意
図
的

に
進
め
た
の
が
李
登
輝
前
総
統
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
李
登
輝
前
総
統
の
十
二
年
の
努
力
に
か
か

わ
ら
ず
、
国
民
党
内
部
の
中
国
派
と
台
湾
派
の
対
立
は

解
消
さ
れ
ず
、
総
統
選
挙
の
た
び
に
、
国
民
党
公
認
候

　  

台
湾
は
台
湾
の
道
を
行
く

補
に
対
抗
し
て
党
を
割
っ
て
出
馬
す
る
候
補
が
い
た
た

め
、
九
六
年
の
李
登
輝
も
、
二
〇
〇
〇
年
の
連
戦
も
本

来
の
国
民
党
支
持
者
票
を
集
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。

　
そ
の
点
、
今
回
の
総
統
選
挙
で
は
、
国
民
党
系
は
政

党
連
盟
を
組
ん
で
団
結
し
て
、
与
党
・
民
進
党
に
挑
む

態
勢
が
整
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
陳
水
扁
政
権
の
与
党
・
民
進
党
は
、

前
々
回
総
統
選
挙
の
得
票
率
が
二
一
％
、
前
回
は
当
選

し
た
も
の
の
三
九
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
二
〇
〇
一

年
立
法
院
選
挙
で
も
得
票
率
は
三
三
％
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
一
年
の
県
市
長
選
挙
と
二
〇
〇

二
年
の
台
北
市
、
高
雄
市
長
選
挙
の
結
果
を
合
わ
せ
て

み
る
と
、
民
進
党
の
得
票
率
は
四
五
％
を
超
え
て
お

り
、
総
統
選
挙
で
五
〇
％
以
上
の
獲
得
を
競
え
る
兆
候

を
見
せ
て
い
た
。

　
ま
た
、
前
回
は
、
中
国
が
「
台
湾
白
書
」
の
発
表
と

朱
鎔
基
首
相
演
説
で
台
湾
へ
圧
力
を
加
え
る
中
で
、
李

登
輝
の
後
継
者
と
な
る
連
戦
の
不
人
気
か
ら
、
台
湾
派

の
票
が
国
民
党
支
持
者
分
も
含
め
て
陳
水
扁
に
流
れ
込

ん
だ
。
そ
の
結
果
、
陳
水
扁
は
初
め
て
民
進
党
か
ら
総

統
に
当
選
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
前
回
、
国
民
党
・

連
戦
は
、
李
登
輝
主
席
の
全
面
的
支
持
の
下
で
二
三
％

を
得
票
し
た
が
、
今
回
は
、
李
登
輝
は
明
確
に
陳
水
扁

支
持
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
前
回
の
連
戦
支
持
票

の
一
部
が
陳
水
扁
支
持
に
移
行
す
る
と
考
え
ら
れ
、
陳

水
扁
陣
営
で
は
前
回
の
三
九
％
を
基
礎
に
さ
ら
に
得
票

増
が
見
込
ま
れ
た
。

　
投
票
の
結
果
、
民
進
党
ペ
ア
は
六
四
七
万
一
九
七
〇

票
を
得
て
、
国
民
党
・
親
民
党
ペ
ア
の
六
四
四
万
二
四

五
二
票
を
抑
え
て
勝
利
し
た
。
民
進
党
の
得
票
を
過
去

二
回
と
比
較
す
る
と
、
二
二
七
万
票
か
ら
四
九
八
万

票
、
そ
し
て
、
六
四
七
万
票
と
、
回
を
追
う
ご
と
に
飛

躍
的
に
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
を
台
湾
各
地
域
の
得
票
状
況
に
よ
っ
て
分
析
す

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
か
ら
民

進
党
は
台
湾
南
部
で
強
く
、
彰
化
、
雲
林
、
嘉
義
、
台

南
、
高
雄
、
屏
東
の
一
帯
は
民
進
党
優
位
の
地
域
と
し

て
知
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
は
、
台
湾
中
部
の

台
中
県
で
も
民
進
党
が
優
位
に
立
っ
た
。
ま
た
、
国
民

党
・
親
民
党
優
位
を
逆
転
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ

た
が
、
台
北
県
、
桃
園
県
、
苗
栗
県
、
南
投
県
で
も
民

進
党
は
飛
躍
的
に
得
票
率
を
上
げ
た
。
つ
ま
り
、
南
部

に
お
け
る
一
層
の
票
の
上
積
み
と
、
中
・
北
部
に
お
け

る
健
闘
に
よ
っ
て
、
民
進
党
・
陳
水
扁
総
統
は
再
選
を

決
め
た
わ
け
で
あ
る
。

　
一
方
、
野
党
陣
営
と
し
て
は
、
前
回
の
連
戦
と
宋
楚

瑜
の
合
計
得
票
率
は
五
九
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
連
戦
と

宋
楚
瑜
が
手
を
組
め
ば
勝
て
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
前
回
は
お
互
い
に
対
立
し
て
共
倒
れ
し
た
の

に
、
今
さ
ら
二
人
が
手
を
組
む
と
い
う
こ
と
に
違
和
感

を
覚
え
、
政
治
不
信
か
ら
投
票
へ
行
か
な
い
グ
ル
ー
プ

が
出
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
李
登
輝
支
持

グ
ル
ー
プ
が
陳
水
扁
支
持
に
移
動
す
る
か
ら
、
野
党
連

合
は
、
楽
勝
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
こ
れ
と
は
別
に
、
実
は
、
野
党
連
合
に
よ
る

立
候
補
そ
の
も
の
に
民
主
政
治
手
続
き
と
し
て
問
題
が

あ
っ
た
。
昨
年
二
月
に
連
戦
・
宋
楚
瑜
が
連
盟
を
組

　
　
　
　
　
│ 

総
統
選
挙
に
示
さ
れ
た
民
意 

│
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み
、
正
副
総
統
候
補
と
し
て
立
候
補
す
る
こ
と
を
打
ち

出
し
た
と
き
、
当
時
の
選
挙
法
で
は
、
異
な
る
二
つ
の

政
党
か
ら
正
副
総
統
候
補
が
ペ
ア
で
立
候
補
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
一
般
的
な
大
統
領

選
挙
の
方
式
と
同
様
に
、
台
湾
で
も
、
正
副
総
統
候
補

は
同
一
政
党
か
ら
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
昨
年
一
〇
月
に

は
修
正
選
挙
法
で
複
数
の
政
党
か
ら
正
副
総
統
ペ
ア
を

出
す
こ
と
を
認
め
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
ゲ
ー
ム
が
始

ま
っ
て
か
ら
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
都
合
で
ル
ー
ル
が
変
え

ら
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
。

　
ま
た
、
憲
法
上
、
総
統
が
三
軍
の
長
で
、
行
政
院
長

の
任
命
権
を
持
ち
、
対
外
的
に
国
家
を
代
表
し
、
条
約

を
締
結
し
、
宣
戦
と
講
和
を
宣
言
し
、
戒
厳
令
を
公
布

し
、
あ
る
い
は
解
除
す
る
な
ど
強
大
な
権
限
を
持
つ
の

に
対
し
て
、
副
総
統
は
、
総
統
に
事
故
が
あ
っ
た
と
き

に
代
理
す
る
こ
と
、
総
統
が
欠
け
た
と
き
に
総
統
と

な
っ
て
残
任
任
期
を
勤
め
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
だ
け

で
あ
る
。

　
実
際
は
、
前
回
総
統
選
挙
で
は
、
連
戦
は
蕭
萬
長
を

副
総
統
候
補
と
し
、
宋
楚
瑜
は
張
昭
雄
を
副
総
統
候
補

と
し
て
戦
っ
た
が
、
主
役
は
あ
く
ま
で
連
戦
と
宋
楚
瑜

で
あ
っ
て
、
副
総
統
候
補
の
影
は
薄
か
っ
た
。
台
湾
の

総
統
制
に
お
い
て
、
重
要
な
の
は
総
統
で
あ
っ
て
、
副

総
統
で
は
な
い
。
宋
楚
瑜
陣
営
で
も
、
張
昭
雄
は
、
医

者
で
大
学
学
長
で
あ
っ
た
だ
け
で
、
政
治
家
と
し
て
の

経
歴
が
な
い
。
つ
ま
り
、
前
回
総
統
選
挙
に
お
い
て
、

宋
楚
瑜
は
、
副
総
統
候
補
に
多
く
を
期
待
し
て
い
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
、
宋
楚
瑜
は
総
統
候
補
と
な

る
こ
と
を
諦
め
、
副
総
統
候
補
に
甘
ん
じ
た
。
こ
の
結

果
、
従
来
と
は
異
な
り
、
野
党
陣
営
で
は
副
総
統
候
補

が
特
別
大
き
な
比
重
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
野
党
連
合
、
連
戦
・
宋

楚
瑜
候
補
の
ご
と
く
、
異
な
る
政
党
か
ら
正
副
総
統
候

補
が
出
る
こ
と
は
い
く
つ
か
の
点
で
不
自
然
で
あ
る
。

ま
ず
、
総
統
候
補
を
出
す
政
党
は
ま
だ
よ
い
が
、
も
と

も
と
副
総
統
し
か
出
さ
な
い
こ
と
に
な
る
政
党
は
、
総

統
が
欠
け
な
い
か
ぎ
り
あ
ま
り
重
要
と
な
ら
な
い
ポ
ス

ト
を
自
分
の
党
が
占
め
る
た
め
に
、
選
挙
で
他
党
の
総

統
の
当
選
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
任
期
途

中
で
副
総
統
が
総
統
に
な
る
場
合
、
同
一
政
党
内
で
の

交
代
と
は
状
況
が
異
な
る
。
国
民
党
の
総
統
か
ら
親
民

党
の
総
統
へ
の
交
代
は
、
た
と
え
政
党
連
盟
を
組
ん
で

い
た
と
し
て
も
、
政
党
に
と
っ
て
も
国
民
に
と
っ
て
も

大
き
な
変
化
を
意
味
す
る
。

　
つ
ま
り
、
野
党
連
合
の
連
戦
・
宋
楚
瑜
ペ
ア
に
よ
る

立
候
補
は
、
総
統
制
の
主
旨
、
憲
法
の
規
定
か
ら
み

て
、
き
わ
め
て
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
法
改
正
が
立

候
補
宣
言
よ
り
八
ヶ
月
も
後
で
あ
る
こ
と
も
、
民
主
主

義
の
通
常
の
手
続
き
か
ら
し
て
不
自
然
で
あ
る
。
本

来
、
連
・
宋
が
ペ
ア
で
立
候
補
す
る
に
は
、
先
に
国
民

党
と
親
民
党
の
合
同
が
行
な
わ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
の
だ
。

　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
す
る
と
、
野
党
連
合
候
補
に
は
、

民
主
主
義
の
手
続
き
、
す
な
わ
ち
既
存
の
ル
ー
ル
に

よ
っ
て
ゲ
ー
ム
は
進
行
す
る
と
い
う
こ
と
を
軽
視
す
る

傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
傾
向
は
、
選
挙
結

果
が
出
た
あ
と
の
野
党
連
合
の
、
選
挙
無
効
の
主
張
、

票
数
え
な
お
し
の
要
求
と
、
陳
水
扁
・
呂
秀
蓮
の
正
副

総
統
銃
撃
事
件
（
三
月
十
九
日
）
解
明
の
要
求
な
ど
に

も
反
映
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
官
僚
の
政
治
的
中
立
を

信
頼
せ
ず
、
選
挙
民
の
行
政
不
信
を
煽
っ
て
い
る
こ

と
、
既
存
の
選
挙
法
で
は
困
難
な
票
の
全
面
数
え
な
お

し
を
政
治
的
圧
力
で
実
現
し
た
こ
と
な
ど
は
、
い
ず
れ

も
立
候
補
の
経
緯
に
現
れ
た
連
戦
・
宋
楚
瑜
連
合
の
、

権
力
奪
取
の
た
め
に
ル
ー
ル
や
原
則
を
軽
視
す
る
政
治

的
体
質
の
反
映
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
野
党
連
合
は
、
昨
年
三
月
、
選
挙
戦
当

初
の
世
論
調
査
支
持
率
で
陳
水
扁
陣
営
を
大
き
く
引
き

離
し
て
い
た
。
こ
の
三
年
に
わ
た
る
台
湾
の
経
済
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
低
さ
を
陳
水
扁
政
権
の
批
判
材
料
と

し
、
対
中
関
係
の
停
滞
を
指
摘
し
て
、
国
民
党
・
親
民

党
連
合
は
「
経
済
カ
ー
ド
」
を
総
統
選
挙
の
切
り
札
に

使
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
経
済
成
長
率
の

低
迷
や
失
業
率
の
上
昇
と
い
う
生
活
実
感
に
合
致
し
た

連
・
宋
陣
営
の
「
経
済
カ
ー
ド
」
は
、
選
挙
戦
当
初
に

は
有
効
だ
っ
た
。
し
か
し
、
九
月
二
十
八
日
、
民
進
党

結
成
十
七
周
年
大
会
に
出
席
し
た
陳
水
扁
総
統
が
、

「
二
〇
〇
六
年
の
憲
法
創
設
（
創
憲
）
」
を
打
ち
出
す

と
、
選
挙
の
争
点
は
、
身
近
な
経
済
問
題
か
ら
、
台
湾

人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
ヘ
と
転
換
し
た
。
創
憲
と
な

れ
ば
、
改
め
て
台
湾
の
国
家
と
し
て
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
台
湾
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
問

題
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

創
憲
の
手
段
と
し
て
公
民
投
票
法
が
昨
年
十
一
月
に
成

立
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
公
民
投
票
を
総
統
選
挙
と
同

日
で
実
施
す
る
こ
と
を
陳
水
扁
総
統
が
提
唱
し
た
こ
と

で
、
選
挙
民
の
関
心
は
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
こ
う
し
て
、
選
挙
の
争
点
が
「
台
湾
の
経
済
実
態
と

安
定
し
た
政
権
」
か
ら
「
台
湾
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
」
へ
と
転
換
し
た
こ
と
に
よ
り
、
台
湾
対
中
国

の
選
挙
の
構
図
も
よ
り
鮮
明
に
選
挙
民
に
意
識
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
八
六
年
に
発
足
し
て
以

来
、
一
貫
し
て
、
台
湾
は
中
国
の
一
地
方
で
は
な
く
、

台
湾
は
台
湾
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
民
進
党
が
勝
利

を
収
め
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
民
進
党

が
、
八
〇
％
を
超
え
る
高
い
投
票
率
を
誇
る
全
国
レ
ベ

ル
の
選
挙
に
お
い
て
、
五
〇
・
一
一
四
％
と
初
め
て
過

半
数
を
得
た
こ
と
は
、
台
湾
の
民
意
が
「
台
湾
は
台
湾

の
道
を
行
く
」
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
明
確
に
示

す
こ
と
に
な
っ
た
。

（
あ
さ
の
か
ず
お
・
平
成
国
際
大
学
教
授
）
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